
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
で
、

判
断
能
力
を
欠
く
状
況
に
あ
る
方

ま
た
は
不
十
分
な
方
に
、
成
年
後

見
人
な
ど
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人

の
権
利
や
利
益
を
保
護
し
た
り
、

支
援
し
た
り
す
る
制
度
で
す
。

│
例
え
ば
…

○
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産

の
管
理
…
認
知
症
で
1
人
暮
ら

し
の
親
が
お
金
の
管
理
を
で
き

な
く
な
っ
た
。

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
に

関
す
る
契
約
…
障
害
の
あ
る
息

子
の
将
来
が
心
配

○
本
人
に
と
っ
て
不
利
益
な
契
約

等
の
解
消
…
精
神
障
害
が
あ
り

訪
問
販
売
に
だ
ま
さ
れ
な
い
か

心
配 

な
ど

│
成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定
後

見
制
度
と
任
意
後
見
制
度
が
あ

り
ま
す
。

▼
法
定
後
見
制
度
…
既
に
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
の
た
め
の
も

の
で
す
。
家
庭
裁
判
所
に
申
し

立
て
を
し
て
、
本
人
に
代
わ
っ

て
契
約
や
財
産
管
理
な
ど
の
法

律
行
為
を
行
う
成
年
後
見
人
等

（
成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、
補

助
人
）を
家
庭
裁
判
所
が
選
任

し
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
方
の
例
》

○
後
見
…
常
に
判
断
能
力
を
欠
い

て
お
り
、
日
常
の
買
物
も
1
人

で
は
難
し
い
方

○
保
佐
…
判
断
能
力
が
著
し
く
不

十
分
で
、
買
物
は
1
人
で
で
き

る
が
、
重
要
な
財
産
の
管
理
・

処
分
な
ど
は
難
し
い
方

○
補
助
…
判
断
能
力
が
不
十
分
で
、

重
要
な
財
産
管
理
な
ど
を
1
人

で
す
る
こ
と
が
不
安
な
方

▼
任
意
後
見
制
度
…
将
来
の
判
断

能
力
の
低
下
に
備
え
て
、
あ
ら

か
じ
め
本
人
が
決
め
た
方
と
公

正
証
書
で
後
見
の
契
約
を
し
て

お
く
も
の
で
す
。
本
人
の
判
断

能
力
が
低
下
し
た
場
合
、
家
庭

裁
判
所
で
任
意
後
見
監
督
人
等

が
選
任
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
決

め
た
方
に
よ
る
任
意
後
見
の
仕

事
が
始
ま
り
ま
す
。

│
法
定
後
見
の
開
始
手
続
き

　
個
々
の
ケ
ー
ス
で
異
な
り
ま
す

が
、
多
く
の
場
合
、
申
立
て
か
ら

法
定
後
見
の
開
始
ま
で
の
期
間
は
、

お
よ
そ
4
カ
月
以
内
で
す
。

《
申
立
て
が
で
き
る
人
》

　
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の

親
族
、
検
察
官
、
市（
町
村
）長
等

で
す
。
市（
町
村
）長
に
は
、
身
寄

り
の
な
い
方
や
、
親
族
が
あ
っ
て

も
音
信
不
通
の
状
況
等
に
あ
る
方

に
、
法
定
後
見
開
始
の
審
判
の
申

立
て
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

│
必
要
な
費
用

○
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立
費
用
…

提
出
書
類
の
印
紙
・
切
手
な
ど

1
万
円
程
度
。
他
に
鑑
定
が
必

要
な
場
合
は
3
〜
10
万
円
程
度

○
後
見
人
等
の
報
酬
…
職
務
内
容

と
本
人
の
資
産
内
容
に
応
じ
て
、

家
庭
裁
判
所
が
決
定

《問合せ》
相談窓口 電話

豊岡地域包括支援センター 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 32-4599
城崎・竹野地域包括支援センター（竹野分室） 47-1425
日高地域包括支援センター 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 52-7015
出石・但東地域包括支援センター（但東分室） 54-0151

▼日時　３月１日（水）
　　　　午後１時30分～４時
　　　　※予約制
▼場所　城崎健康福祉センター
▼内容　認知症や介護の相談
　　　　など
▼認知症サポート医
　医師　中治隆宏さん
▼申込み　２月22日（水）午後
５時までに、氏名、住所、電話
番号を電話またはファクス
　 《申込み・問合せ》
　 　高年介護課
　 　☎29-0055 FAX29-3144

　市では、産業、教育、文化、
体育、社会福祉等の分野で
公益に貢献された方、公益
のため多額の私財を寄付さ
れた方等に対し、功労者表
彰を行っています。

　平成28年度の公益功労者は次のとおりです。

氏名
Ｆ様
※ご本人の申し出により、氏名・住所の公
表を控えさせていただいております。

功績 私財寄付
《問合せ》秘書広報課☎23-1114

認知症サポート医による
認知症相談

豊岡市公益功労者を決定しました
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
者
の
と
き
は
、
対
象
者

の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
の
他
、
委
任
状
と

代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

●
2
月
11
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
2
月
6
日（
月
）、
13
日（
月
）、

20
日（
月
）、
27
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

●
年
金
相
談
予
約
申
込
み

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

　

市
民
課
☎
21

9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

就
職
や
退
職
な
ど
に
伴
い
必
要
な

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
給

す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
方

　
（
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
）

　

会
社
や
官
公
庁
な
ど
に
就
職
す

る
と
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第
1

号
被
保
険
者
か
ら
第
2
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。
手
続
き
は
勤

務
先
が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
年

金
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
手
帳
の
基
礎
年
金
番
号
は
、

公
的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職

や
退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制

度
が
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る
20
歳
以
上
の

方
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
年
金
手
帳

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
、
市
民
課
、
ま

た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
退
職
な
ど
下
表
の
場
合
は
届　

出
が
必
要

　

届
出
先
は
、
市
民
課
ま
た
は
各

振
興
局
市
民
福
祉
課
で
す
。

　

保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
や
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
就
職
し
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
も
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
3
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
年
数
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
豊
岡
年
金
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
が
少
な
い
、
失
業
中
で
あ

る
な
ど
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
、
保

険
料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は

「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
本
人
の
申
請
が
必
要
で

す
。「
免
除
」は
、
本
人
・
世
帯
主
・

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以

下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
50
歳
未
満
の
方
は「
納
付
猶

予
」制
度
が
あ
り
、
本
人
と
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
に
、
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
・
猶
予
申
請
は
、

申
請
時
の
2
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
窓
口
は
市

役
所
市
民
課
と
各
振
興
局
市
民
福

祉
課
で
す
。
失
業
に
伴
う
申
請
に

は「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」等

の
添
付
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

保
険
料
に
未
納
期
間
が
あ
る

と
不
慮
の
事
故
や
病
気
等
に
よ

る「
障
害
基
礎
年
金
」や「
遺
族
基

礎
年
金
」が
受
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

保
険
料
免
除
・
猶

予
制
度
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

会
社
等
に
就
職
す
る
方

 

退
職
す
る
方
の
届
け
出

学
生
納
付
特
例
・

 

納
付
猶
予
を
受
け
て
い
た
方
へ

保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度

《退職などに伴う届け出》
届け出が必要なとき 年金の種別 届け出に必要なもの

退職したとき（20歳以上60歳未満の
厚生年金・共済年金加入者）

第２号被保険者
↓

第１号被保険者 ・印鑑
・年金手帳
・資格喪失証明書等（被用
者年金制度の資格喪失
日を証明できるもの）

配偶者に扶養されていたが、配偶者
が厚生年金、共済年金をやめたとき
（または65歳に到達した） 第３号被保険者

↓
第１号被保険者厚生年金・共済年金加入者の被扶養

配偶者本人の見込み年収額が130万
円以上になるとき
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